
　学生時代、通学路が整備され通いやすくなったことをきっかけに、地域の生活に役立つインフラ整備に魅力を感じ、
土木技術職を志望しました。現在は、橋梁やトンネルなどの道路施設の維持管理計画の策定や予算配分、道路に関す
る自然災害への対応に携わっています。膨大な道路施設の点検や修繕に限られた予算をどのように活かしていくのか
議論を重ねる中で学ぶことは多く、日々成長を感じています。今後は、道路だけでなく河川、砂防など多様な分野で
経験を積んで後輩職員に頼られる存在となり、未来に必要な社会資本を守り発展させていくことが目標です。

　自身の好きな生物学や農学で現場に喜ばれる研究開発がしたいと考え、地元である県の農学職を志望しました。入
庁後は研究・農業普及・行政と農政部内のさまざまな業務を経験し、現在は主に野菜の病害に関する研究開発を行っ
ています。現場で病害について質問されることは多く、病害が生産者に与える被害の大きさを知りました。今の研究
開発には、やりがいだけでなく責任も感じながら向き合っています。生産者が困っている病害の解決にはまだ至って
いませんが、現場の声を大切にしながらブレイクスルーとなる研究成果を得られるよう日々考え続けていきます。

　学生時代の講義や実習を通して、農業はもちろんのこと、食や暮らしを守り・支えている「農業土木」の仕事に魅力
を感じ、県職員を志望しました。農業者が営農しやすい環境をつくる基盤整備を推進する業務を担当する中で、地域
の生の声を聴き、その思いを実現できる農業土木職ならではの仕事にやりがいと面白さを感じています。その過程で

「ありがとう」という感謝の言葉をいただけたときは喜びで胸がいっぱいになります。岐阜県の素晴らしい農業と農村
をさらに盛り上げ、その魅力を未来につないでいけるよう、がんばっていきます。

　岐阜県には手入れが必要な森林がたくさんありますが、担い手が不足しており、手入れが行き届いていない状況で
す。そんな地元の森林の現状を何とかしたいと思い、森林科学職を志望しました。入庁してからは、森林整備事業（補
助金）等による森林施業の支援や野生動物の管理に関わる仕事に携わり、現在は治山工事の監督業務を行っています。
さまざまな視点から森林を見ることで知識が広がりました。今後は、上司のように、広い視野を持ち、物事の本質を
見通せるような職員となって、生まれ育った岐阜県の100年先の森林づくりに貢献していきたいです。
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